
NEPA21 TypeⅢの特長

ネッパジーン社が開発したNEPA21 TypeⅢ スーパーエレクトロポレーターは、独自の4ステップ式マルチパルス方式に

減衰率設定機能が加わり、遺伝子導入が困難と言われるプライマリー細胞（初代細胞）や免疫・血液系細胞へも高生存率・

高導入効率を実現しました。また、高価な専用試薬・バッファーは使用しないので、膨大なランニングコストが掛からず

大変経済的です。実機デモンストレーションを以下の要領で開催します。是非ご参加ください。

スーパーエレクトロポレーターNEPA21 TypeⅢ

令和8年5月１日

教室各位   共同研究実習センター

共同研デモ

令和8年5月8日（金）～7月8日（水）

利用者のサンプルによるデモと取扱説明内 容

場 所 共同研究棟9階 9階培養室A（D91-02A） ※
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◇問い合わせ先◇ 共同研究実習センター 担当：米澤・寺尾 （内線:3590）

随時受付

◆今回のデモンストレーションは共同研デモとなります。導入は未定です。◆

「定電圧モード」・「定電流モード」・「電流設定＆定電圧モード」
の3 モードから選択可能！！最高電圧が上がりました。

ネッパジーン株式会社 営業部 松本光二朗 氏 
E-mail: matsumoto@nepagene.jp 
1)所属、2)氏名、3)連絡先、4)希望日時

● in vitro
キュベット電極 初代細胞・iPS 細胞・株化細胞問わず 高導入効率・高生存率
高価な専用試薬・バッファーは不要
オルガノイドに高効率の遺伝子導入
藻類（クラミドモナス・フェオダクチラム等）細胞壁ありのままで高効率導入
付着細胞用脚付電極 付着状態（接着状態のまま）細胞に高効率の遺伝子導入
● in vivo
マウス・ラット（筋肉・肝臓・皮膚・精巣・卵巣・眼球・膀胱・腎臓・脳・網膜・角膜）等の生体組織
や植物種子に直接遺伝子導入
[GONAD 法]
マウス・ラット卵管中の受精卵にCRSPR/Cas9 を導入してゲノム編集
採卵・顕微注入・移植不要（パイプカットオス・偽妊娠メスも不要）
遺伝子改変マウス作製
● in utero（exo utero）
マウス・ラット子宮内胎児の脳室に直接遺伝子導入
● in ovo（ex ovo）
チックエンブリオ（ニワトリ胚）に直接遺伝子導入
● ex vivo
組織切片（脳等）・摘出臓器・全胚培養（マウス・ラット胎児）に直接遺伝子導入
[TAKE 法]
マウス・ラット・ブタ・マーモセット・カニクイザル受精卵にCRSPR/Cas9 を導入してゲノム
編集1 度のエレクトロポレーションで10～50 個の受精卵に導入可能 遺伝子改変マウス

◆アプリケーション（裏面を参照）

◆NEPA21 TypeⅢ

※共同研では、動物を扱った実験はできませんので、in vivo実験をご希望の方は、許可された場所での実施をお願い

します。
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◆アプリケーション例
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